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ICT

＜information and communication technology＞情報通信技術。
日本ではITの方が普及しているが、国際的にはICTが広く使われているた
め、日本でも総務省がIT政策大綱をICT政策大綱に変更するなど、定着し
つつある。

NPO ＜non-profi t organization＞民間の非営利組織。
本市では、いわゆるNPO条例により非営利公益市民活動団体と呼ぶ。

エンパワー
メント

何か目前に課題がある場合に、自身が置かれた状況に気付き、問題点を自
覚し、自身の生活の調整と改善を図る力を付けること。

環境共生 人と自然環境の持続的共生のこと。キーワードは、環境保全、省エネ、循
環型、脱二酸化炭素など。

環境形成帯

山間・山麓部などの緑地のうち近郊緑地保全区域や明治の森箕面国定公
園と市街地の間に位置する山麓部の緑地（樹林地）。本市の良好な都市イ
メージを形づくる大切な要素となっており、特に、季節ごとに表情を変え
る四季折々の彩り豊かな山なみ景観は、箕面らしさを醸し出す最も重要な
資源となっている。

協働 それぞれが果たすべき責任と役割を自覚し、相互に補完し、協力すること。

コミュニティ
ビジネス

地域住民が主体となり、地域の社会資源等を活用して、地域の抱える課題
をビジネス的手法で解決し、その活動で得た利益を地域に還元する事業。

里山 人里近くにある、生活に結びついた山。

参画 事業・政策などの計画に立案段階から加わり、協働すること。

三位一体改革
2006年（平成18年）6 月の経済財政諮問会議での小泉首相（当時）の言葉。
国庫補助金、地方交付税、税源移譲の 3 点を同時に改革するという国の財
政改革の一つ。

CSR
＜corporate social responsibility＞企業の社会的責任。
企業は利益の向上だけでなく、自らの活動が地球環境や社会に負荷をかけ
ていないか、配慮する責任がある。

ジェンダー 社会的、文化的に形成される男女の差異。男らしさ、女らしさといった言
葉で表現されるもので、生物学上の雌雄を示すセックスと区別される。

用語解説集（五十音順）
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指定管理者
制度

地方公共団体が設置した公の施設を民間事業者などを指定して管理運営さ
せる制度。

障害者グルー
プホーム・ケ
アホーム

障害者自立支援法の制度。いずれも障害のために、独居生活が困難な人が
世話人の支援を受けながら数人で共同生活をする住居。

小中一貫教育
小中学校 9 年間を一体的なものととらえ、子どもの連続した成長を見すえ
た教育活動を計画的かつ継続的に一貫して展開する教育。本市では、施設
一体型と校区連携型で実施。

新市街地 近年大規模開発によって形成された市街地。本計画では、彩都・箕面森町・
小野原西地区をいう。

森林施業 目的とする森林を育成するために行う造林、保育、伐採などの一連の森林
に対する人為的行為を実施すること。

3 R

Reduce（発生抑制）・ Reuse（再使用）・ Recycle（再資源化）の頭文
字を取ったもので、「スリーアール」または「さんアール」と読む。資源
の有効利用と地球環境の保全へと舵を切り循環型社会をめざすためのキー
ワードとなっている。

政策・施策 政策は、施政上の方針。施策は、政策に基づいて実地に採る策。施策のも
とに個別の事業を配置している。

セーフティ
ネット

網の目のように救済策を張ることで、全体に対して安全や安心を提供する
ための仕組みのこと。すなわち社会保障の一種である。

ゾーニング 区分すること。特に、都市計画などで、各地域を用途別に区画すること。

タッキー 816

地域に密着した情報を提供するためのFMラジオ放送で、1995年（平成
7 年）に本市が中心となって設立した「みのおコミュニティ放送株式会社
（現：箕面ＦＭまちそだて株式会社）」が経営する放送局「みのおエフエム」
のこと。市民から愛称を募集し、箕面の滝と猿をもじったタッキーに周波
数81.6MHzをあわせたタッキー 816が愛称となった。

多文化共生
社会 他の民族・文化の相互承認と共存が可能となっている社会。
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地縁団体

一定の区域内に住所を有する、つながり（地縁）に基づいて組織された団
体で、その区域内の住民間の連絡調整、生活環境の維持整備、社会福祉、
集会施設の管理などの地域的な共同活動を行っている団体で、その代表的
なものが自治会。

地産地消 地元で生産されたものを地元で消費すること。

超高齢社会
65歳以上の高齢者の占める割合が全人口の21％を超えた社会。また、65
歳以上の高齢者の占める割合が全人口の 7 ％を超えた社会は「高齢化社
会」、14％を超えた社会は「高齢社会」と呼ばれる。

TMO

中心市街地活性化法に規定されたタウンマネジメント機関（Town 
Management Organization）で、中心市街地における商業まちづくり
をマネジメント（運営・管理）する。さまざまな主体が参加するまちの運
営を横断的・総合的に調整し、プロデュースするのが役割。

ノーマライ
ゼーション

国連「国際障害者年行動計画」において示された考え方。「障害者など社
会的に不利を負いやすい人々を排除するような社会は、弱くもろい社会で
あり、多様な人々が存在し互いに支え合い、共に生き、共に暮らす社会こ
そが、あたりまえの社会である」という意。

バイオマス

「再生可能な、生物由来の資源で、石油・石炭などの化石資源を除いたも
の」である。バイオマスは、地球に降り注ぐ太陽のエネルギーを使って、
水と二酸化炭素から、生物が生成した資源であり、私たちのライフサイク
ルの中で、生命と太陽エネルギーがある限り再生可能な資源である。

PFI

＜private finance initiative＞社会資本整備の民間事業化。
国や地方公共団体が行ってきた公共施設などの整備を官民が役割分担をし
て民間の資金や能力、ノウハウを活用することにより効率的に行おうとす
る考え方。

ヒート
アイランド

都市部では、建物や自動車の排熱、アスファルトの放熱などが郊外に比べ
て多く、気温が高くなる。こうした地域で、気温の等高線（等温線）を描
くと、高温部が島のように都市部を取り巻くように現れることからヒート
アイランド現象という。都市高温化ともいう。

BPR ＜business process re-engineering＞
業務内容や業務の流れ、組織構造を分析し、最適化すること。



 用語解説集

109

用　語 意　味

病病連携・
病診連携・
診診連携　

地域の医療機関（病院、診療所・医院）が、多様な疾患の医療を単独
で提供するのではなく、お互いに協力し、各医療機関の役割や専門性
に基づいた連携を図ることで、地域住民が安心できる医療を提供して
いこうというもの。

補完性の原則
身の回りの問題は、まず個人や家庭が解決にあたり、個人や家庭で解
決できない問題は地域で解決し、それもできない問題は行政が解決す
るという自助・共助・公助の役割分担のこと。

まちづくり
道路や公園などのハード（物的）面に限らず、市民の健康・福祉・教育、
コミュニティの形成など、ソフト面でのひとづくりや仕組みづくりを
含めた活動をいう。

みどり

山間山麓部の山林、まちなかの樹林・樹木・草地、公園、農地などの
草花や樹木などの植物としての緑だけでなく、これらと一体となった
水辺やオープンスペース、さらには、そこでの市民活動やかかわって
いる人々も含む幅広い概念を意味する（「箕面市みどりの基本計画」
参照）。「まちづくり」を土木・建設や規制などのハード面だけでなく、
人々の自覚的な取組やコミュニティづくりなどを含めた概念としてひ
らがなで表現するのと同様の考え方。

ライフ
ステージ

人間の一生における幼年期、児童期、青年期、壮年期、老年期などの
それぞれの段階。家族については、新婚期、育児期、教育期、子独立
期、老夫婦期などに分けられる。

リカレント
教育

主に学校教育を終えた後の社会人を対象とした大学などの教育機関を
利用した教育のことを指す。生涯教育を受けてさらに発展した概念で
あり、職業能力向上に役立つより高度な知識や技術、生活上の教養や
豊かさのために必要な教育を生涯に渡って繰り返し学習することを意
味する。


